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皆さんのお子さんは、子ども会に入っていますか。 

近年、「子ども会」という言葉を耳にする機会は少なくなり、どのような活

動をしているのか知らない方も増えています。 

また、「名前は聞いたことがあるけれど、どんなことをするのか分からない」

「昔は入っていたけれど、今の子ども会はどんな活動をしているのだろう」 

と感じている方も多いのではないでしょうか。  

 

子ども会は、地域の子どもたちが集まり、遊びやさまざまな体験活動を 

通して成長する社会教育団体です。異なる学年の子どもたちが一緒に活動 

したり、地域の大人と関わったりすることで、学校や家庭だけでは得られない 

多くの経験を積むことができます。 

 

福山市子ども育成協議会では、「あの子も、この子も、みんなの子」を 

合言葉に、地域全体で子どもたちを育てる活動を続けています。 

昭和 32 年（1957 年）の発足以来、多くの地域の方々に支えられながら、 

子どもたちの健全な成長を願い、さまざまな活動に取り組んできました。 

 

子ども会では、夏祭りやクリスマス会、球技大会、芋ほり体験、 

工作・レクリエーション、地域の清掃活動やボランティア活動など、 

地域の特色を生かしたさまざまな行事が行われています。 

また、自然体験や地域行事への参加を通して、ふるさとへの愛着や 

感謝の気持ちも育まれていきます。 

 

さらに、中学生や高校生になると、「ジュニアリーダー」として活動する道も

あります。 

ジュニアリーダーは小学生の活動を支えたり、行事の企画や運営を行ったり

するなど、地域のリーダーとして活躍します。子ども会で培った経験を活か

し、自分から考え行動する力やリーダーシップを身に着けることができる貴

重な機会となっています。 

 

今回作成したパンフレットでは、子ども会の魅力がより伝わるよう、活動の様

子や子どもたちの成長、地域とのつながりを写真やイラストを交えながら紹

介しています。表面では子ども会の活動内容や楽しさを、裏面では子ども会を

通して育まれる力や、ジュニアリーダーへとつながる成長の姿を紹介してい

ます。また、福山市子ども育成協議会のホームページにアクセスできる QR コ

ードも掲載していますので、詳しい情報を知りたい方は、そちらをご覧く

ださい。 

子ども会は子どもたちだけの活動ではありません。地域の方々や保護者の

皆様の支えがあてこそ成り立つ活動です。子どもたちの笑顔は、地域みん

なの宝物です。一人一人の子どもが安心して成長できる地域を目指し、「あ

の子も、この子も、みんなの子」という思いを大切にしながら、これから

も地域全体で子どもたちを育んでいきたいですね。 



 

 



 


